
平成24年８月１日号 24

芭蕉の館・彫刻周遊

　この作品はふれあい
の丘にある宿泊施設で
あるシャトーエスポ
ワールの玄関に設置し
てあります。
　長い丸太を縦に割
り、それをＬ字に組み
合わせてジオラマのよ
うに仕上げてありま
す。床は白塗りで、細長
いタイルのようになっ

ていて、手前には１対の羽があります。背景にあた
る部分はギリシャにある神殿の柱のような形で、奥
行きを意識して彫られています。その中心、遠近か
ら考えて一番遠くにある場所は、金色に輝いています。

　

　この作品は、「古代の
西洋文化」に憧れた作
者が、「その古代への想
いを馳せる」事を「旅」
として表現したもので
す。作者は「歴史を振り
返ることは、現代を見
つめることだと思うし、そこで感じたことを未来
に託すことが、制作するときにとても大事なこ
と」だと考えています。だからこそ、この作品を通
して、「無限に広がる軸の重なりと、その上に築か
れてきた数多くの文化を感じ取ってもらいたい」

と考えています。
　作者は小山育氏。岩手県
出身で、岩手大学大学院を
修了。盛岡彫刻シンポジウ
ムや安比高原彫刻シンポ
ジウムに参加をし、現在は
国画会の準会員をされて
います。

彫  刻
周  遊

このコーナーは、「那須野が原
国際彫刻シンポジウム」で公
開制作、設置された作品とそ
の作者を連載で紹介します。

市内で作られた作品とその作者
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■問い合わせ
　文化振興課文化振興係　　(２３)８７１８

おやま　　 いく

　
「
広
報
お
お
た
わ
ら
」
６
月
１
日
号
の
本

欄
に
続
き
、
今
回
は「
奥
の
細
道
シ
リ
ー

ズ
」切
手
シ
ー
ト（
全
20
枚
、
昭
和
63
年
発

行
）の
う
ち
、
第
６
集
と
第
７
集
に
記
さ
れ

る
芭
蕉
の
４
句
を
紹
介
し
ま
す
。

　

第
６
集
は
大
石
田
〜
月
山
で
、
１
枚
目

に
は
〈
さ
み
だ
れ
を
あ
つ
め
て
は
や
し
最

上
川
〉の
句
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。句
意

は
、
降
り
続
く
五
月
雨
を
集
め
て
水
量
を

増
し
た
最
上
川
が
す
さ
ま
じ
い
速
さ
で
流

れ
て
い
く
、
と
な
り
ま
す
。季
語
は
「
さ
み

だ
れ
」
で
、
夏
の
句
で
す
。こ
の
句
の
初
案

は
大
石
田
で
の
歌
仙（
36
句
か
ら
な
る

連
句
）の
発
句
で
、
五
七
五
の
う
ち
の
中
七

は
「
集
め
て
涼
し
」で
し
た
。俳
席
で
の
挨

拶
句
か
ら
最
上
川
の
急
流
の
実
景
を
捉
え

た
句
へ
と
転
位
さ
せ
て
い
る
の
で
す
。

　

２
枚
目
は〈
雲
の
峰
い
く
つ
崩
れ
て
月

の
山
〉
で
す
。出
羽
三
山
巡
礼
の
句
々
の
一

つ
で
、句
意
は
、入
道
雲
が
い
く
つ
も
湧
い

て
は
崩
れ
、
今
や
月
山
は
月
光
に
照
ら
さ

れ
て
い
る
、
と
な
り
ま
す
。季
語
は
「
雲
の

峰
」で
夏
で
す
。

　

第
７
集
は
象
潟
〜
出
雲
崎
で
、
１
枚
目

は
〈
象
潟
や
雨
に
西
施
が
ね
ぶ
の
花
〉
で

す
。句
意
は
、
象
潟
の
美
景
の
中
、
雨
に
濡

れ
て
岸
辺
に
咲
く
合
歓
の
花
は
、
眠
り
に

つ
い
た
中
国
の
美
女
西
施
の
面
影
を
彷
彿

と
さ
せ
る
、
と
な
り
ま
す
。季
語
は「
ね
ぶ

の
花
」で
夏
で
す
。

　

２
枚
目
は〈
荒
海
や
佐
渡
に
よ
こ
た
ふ

天
河
〉で
す
。句
意
は
、
眼
前
の
日
本
海
に

は
荒
波
が
立
ち
騒
ぎ
、
遥
か
彼
方
の
佐
渡

が
島
に
か
け
て
天
の
川
が
大
き
く
横
た

わ
っ
て
い
る
、
と
な
り
ま
す（
季
語
は「
天

河
」
で
秋
）。『
お
く
の
ほ
そ
道
』
き
っ
て
の

絶
唱
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
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